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子
育
て
支
援
政
策
に
つ
い
て

質
問

新
十
津
川
保
育
園
や
児
童

館
に
お
い
て
、
発
達
障
が
い
児
や

そ
の
保
護
者
に
対
応
で
き
る
専
門

性
を
有
す
る
保
育
士
の
加
配
や
子

育
て
支
援
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
常
設

に
つ
い
て
、
町
は
ど
の
よ
う
に
お

考
え
か
。

町
長

新
十
津
川
保
育
園
の
人
的

配
置
は
指
定
管
理
者
「
学
校
法
人

華
園
学
園
」
の
裁
量
に
任
せ
て
い

る
。
8
月
現
在
の
入
園
者
数

名
61

の
う
ち
、
発
達
に
障
が
い
が
あ
る

児
童
は
2
名
で
あ
る
。
保
育
の
困

難
度
に
応
じ
、
保
育
園
と
の
協
議

に
よ
り
障
が
い
児
加
算
分
を
上
乗

せ
し
た
保
育
料
を
支
出
し
て
い

る
。児

童
館
は
障
が
い
児
を
預
か
る

専
門
施
設
で
は
な
い
の
で
、
可
能

な
範
囲
で
発
達
障
が
い
児
を
受
け

入
れ
て
い
る
が
、
基
本
的
に
は
ど

の
子
ど
も
も
集
団
で
安
全
に
遊
ん

だ
り
学
ん
だ
り
で
き
る
よ
う
に
支

援
を
し
た
い
。
今
年
度
ス
タ
ー
ト

し
た
子
育
て
支
援
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

事
業
は
、
成
果
や
実
績
等
、
ま
た

課
題
を
見
極
め
、
必
要
な
ら
ば
更

な
る
充
実
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

な
お
、
発
達
障
が
い
児
の
発
見

と
対
応
に
つ
い
て
は
、
１
歳
８
・

９
カ
月
、
３
歳
１
・
２
カ
月
健
康

診
査
の
中
で
砂
川
市
子
ど
も
通
園

セ
ン
タ
ー
指
導
員
に
よ
る
個
別
相

談
や
児
童
相
談
所
、
空
知
教
育
局

の
巡
回
児
童
相
談
所
な
ど
を
積
極

的
に
行
っ
て
い
る
。

原
子
力
発
電
依
存
か
ら
の
脱

却
を

質
問

福
島
原
発
の
事
故
は
未
だ

に
終
息
の
目
途
が
見
え
ず
、
国
民

の
不
安
が
強
ま
っ
て
い
る
。
ま

た
、
道
内
の
泊
原
発
で
の
「
や
ら

せ
」
問
題
な
ど
原
子
力
発
電
行
政

へ
の
不
信
感
も
高
ま
っ
て
い
る
。

国
民
一
人
一
人
が
声
を
上
げ
、

原
子
力
発
電
か
ら
の
脱
却
を
促
す

よ
う
政
治
に
訴
え
る
こ
と
が
必
要

な
時
期
と
思
う
が
町
長
の
考
え

は
。

町
長

国
民
一
人
ひ
と
り
が
声
を

出
し
、
国
の
政
策
を
動
か
し
て
い

く
と
の
考
え
は
、
民
主
主
義
の
根

本
で
あ
る
。
今
、
原
子
力
発
電
に

つ
い
て
は
、
将
来
な
く
す
議
論
、

最
小
限
は
必
要
と
す
る
議
論
が
各

方
面
で
議
論
さ
れ
て
お
り
、
早
急

な
結
論
を
導
き
だ
す
こ
と
は
困
難

で
あ
る
と
思
う
。
こ
の
議
論
は
国

民
の
一
人
と
し
て
も
自
治
体
の
長

と
し
て
も
注
視
し
て
い
く
。
今
、

国
は
、
福
島
の
原
発
事
故
の
終
息

に
全
力
を
傾
注
す
る
と
と
も
に
既

存
原
発
の
安
全
対
策
の
確
立
を
急

ぐ
な
ど
、
国
民
の
不
安
解
消
に
全

力
投
球
す
べ
き
で
あ
る
。

前
議
会
の
答
弁
同
様
、
中
長
期

的
に
は
原
発
依
存
か
ら
脱
却
し
、

風
力
や
水
力
等
の
自
然
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
活
用
し
た
発
電
を
目
指
す
考

え
が
理
想
と
考
え
て
い
る
。

学
習
サ
ポ
ー
ト
事
業

「
や
ま
び
こ
」
の
成
果
は

質
問

夏
期
休
業
中
に
開
催
さ
れ

た
学
習
サ
ポ
ー
ト
事
業
「
や
ま
び

こ
」
に
多
く
の
児
童
生
徒
が
参
加

し
た
と
聞
い
た
が
、
本
来
全
小
中

学
生
を
対
象
に
実
施
し
学
力
向
上

を
目
指
す
べ
き
と
考
え
る
が
い
か

が
か
。

教
育
長

学
習
サ
ポ
ー
ト
事
業

は
、
児
童
生
徒
が
自
ら
学
ぶ
こ
と

を
主
眼
に
企
画
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
。
長
期
休
業
中
の
望
ま
し
い
生

活
習
慣
や
学
習
習
慣
を
身
に
つ

け
、
夏
休
み
の
過
ご
し
方
を
自
ら

改
善
し
、
加
え
て
既
に
学
習
し
た

こ
と
の
定
着
を
図
る
こ
と
を
ね
ら

い
と
す
る
事
業
で
あ
る
。
参
加
し

た
子
ど
も
達
に
と
っ
て
、
個
々
の

「
つ
ま
ず
き
」の
解
消
に
役
立
っ
た

西内 陽美議員

子育て支援政策について

(必要に応じ充実を図る)

原子力発電依存からの脱却を

（国民の声は民主主義の根本）

学習サポート事業「やまびこ」の成果は

(小中学生 １２９人が参加)
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